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三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。
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第 31 回
逸
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求
め
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２
万
３
千
人
の
来
場
者

　

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
31
回
ふ
る
さ
と
会
津
工
人
ま
つ
り
」

は
６
月
10
、
11
日
の
２
日
間
、
生
活
工
芸
館
前
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
日
と
も
曇
り
が
ち
で
、
一
時
的
に
雨
が
降
り
ま
し
た

が
、
県
内
外
か
ら
２
日
間
で
約
２
万
３
千
人
の
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
来
場
者
の
多
か
っ
た
初
日
で
は
、
今
年
新
た
に
国

道
４
０
０
号
沿
い
の
臨
時
駐
車
場
を
増
設
し
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
駐
車
場
が
埋
ま
り
、
駐
車
場
待
ち
の
車
が
国
道
ま
で
溢
れ

ま
し
た
。

　

出
店
状
況
は
、
北
は
青
森
県
か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で
の
全
国

各
地
か
ら
応
募
が
あ
り
、
１
９
３
の
お
店
が
軒
を
連
ね
ま
し
た

（
う
ち
町
内
33
店
）。

　

会
場
で
は
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
マ
タ
タ
ビ
・
ヒ
ロ
ロ
な
ど
の
編
み

組
細
工
が
変
わ
ら
ぬ
人
気
で
、
来
場
者
は
作
品
を
熱
心
に
眺
め

た
り
手
に
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
工
人
た
ち
と
の
会
話
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

１．初日午前中の様子。会場は多くの来場者で賑わっています。
２．チャリティーオークションの様子。
３．工人たちとの会話は魅力的な交流が生まれます。
４．今年も出店者の看板の一部は三島小児童に作ってもらいました。
　　（次ページ下参照）

表
紙
の
写
真
か
ら

　
（
広
報
担
当
よ
り
）
今
月
の

表
紙
は
５
月
30
日
、
31
日
に
行

わ
れ
た
、
三
島
小
児
童
に
よ
る

工
人
ま
つ
り
出
店
者
の
看
板
つ

く
り
で
の
一
枚
で
す
。
工
芸
館

職
員
の
指
導
の
も
と
、
町
民
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、
子
ど
も

た
ち
の
自
由
な
発
想
で
看
板
を

描
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
遊
び

半
分
か
な
、
と
い
う
雰
囲
気
を

感
じ
ま
し
た
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア

が
ま
と
ま
る
と
一
気
に
集
中
し
、

ど
ん
ど
ん
看
板
を
描
き
あ
げ
て

い
き
ま
し
た
。
さ
す
が
三
島
小

の
子
ど
も
た
ち
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。

工
人
ま
つ
り
と
一
味
違
う

「
て
わ
っ
さ
の
里
ま
つ
り
」

　

工
人
ま
つ
り
と
同
日
開
催

の
「
て
わ
っ
さ
の
里
ま
つ
り
」

が
宮
下
地
区
で
行
わ
れ
、
約

５
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
期
間
中
限
定
で
歩

行
者
天
国
と
な
り
、
い
つ
も

の
宮
下
地
区
と
は
違
う
雰
囲

気
と
な
っ
た
会
場
で
は
、
73

店
舗
が
軒
を
連
ね
（
う
ち
町

内
31
店
）
編
み
組
細
工
の
他
、

染
織
、
陶
器
、
木
工
、
ガ
ラ

ス
細
工
、
会
津
木
綿
の
小
物
、

古
布
を
つ
か
っ
た
布
製
品
、

と
ん
ぼ
玉
を
使
っ
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
作
品
が
並
び
、
来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

木
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会

　
　
　「
山
と
木
の
市
場
」

　

同
じ
く
同
日
開
催
で
、「
森

の
し
ご
と
舎
」
で
開
催
さ
れ

た
「
山
と
木
の
市
場
」
で
は
、

今
年
も
福
島
県
内
初
の
木
育

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
木
育

広
場
「
も
く
れ
ん
」
に
よ
る
、

お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
木

挽
き
体
験
や
杉
の
丸
太
切
り

競
争
な
ど
の
催
し
物
が
開
か

れ
、
木
に
触
れ
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

１．てわっさの里まつり初日の宮下地区内。歩行者天国
　　ということもあり賑わいを見せました。
２．一般家庭のすぐ脇を通ってお店を探すのも珍しい体
　　験ではないでしょうか。
３．山と木の市場「もくれん」入口付近。様々な木工製
　　品が出品されています。
４．会場入り口。大きな丸太が目を引きます。

１

２

３

４

１

２

３ ４
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まちの話題

健 康  長  寿  の  第  一  歩

総合健（検）診が行われました
　総合健（検）診は 6 月１４日～１６日、１８日に町民センター
で行われました。生活習慣病の初期は自覚症状が少なく、病状が出
たときには病気が進行していることがあります。そのため、町で
は「病気になる前にリスクを見つけ予防する健（検）診」を目指し、
特定健診、後期高齢者健診等を受けたすべての方に、その場で保健
師や栄養士による保健指導を受けていただき、生活習慣病にかかる
リスクの軽減に努めています。これからも健康で元気な毎日を送れ
るように、継続して検査を受けましょう。
　なお、診断結果は今月末～８月に配布されます。「要精検」、「▲」
などが結果表に記載されている場合は必ず病院で受診してくださ
い。結果の中身がよくわからない場合は、町保健師まで相談して、
健康管理に努めましょう。

㉄町民課保健福祉係　☎４８－５５６５

30 分で学べる健康教室

宮下病院で「愛ばんしょ外来」開催
　宮下病院では、今年度より「愛ばんしょ外来」を開設し、介護な
どの相談を受けたり、健康教室を開いています。６月２２日は、「寝
たきりの原因ロコモを予防しよう」と題して健康教室を開催し、原因
と予防についてお話がありました。健康教室の予定は広報などに掲
載していますので、ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。 （今月の予定は 11 ページに掲載しています）

今 夏季ビーチバレー大会が開催されました
　公民館・教育委員会が主催する平成２９年度夏季ビーチバレー
ボール大会が６月２１日、６月２２日の２日間行われ、年齢制限の
ある１部に４チーム、フリー参加の２部に４チームが参加し、両部
門とも総当たり戦が行われ、白熱した試合が展開されました。
　1 部では連係プレーが光った「NBC」チーム、２部では豊富な運
動量で試合の主導権を握った「ヒートブロウ」チームが優勝を飾り
ました。次回大会は秋頃開催の予定です。多数のご参加、応援をお
待ちしています。

年も熱戦繰り広げられる

1 部優勝：ＮＢＣチーム

２部優勝：ヒートブロウチーム

三島町地域支え合いサービス事業

「みしま支援隊」申込受付スタート！

　住民同士が支え合う地域づくりの推進と、働く意欲のある方々の就労機会の提供を目的とした、三
島町地域支え合いサービス事業「みしま支援隊」をスタートします。
　家事の援助や庭の手入れ、草刈りや農作業など、個人・事業者を問いませんので、支援を必要とさ
れる方は、お気軽にお問い合わせください。

【事業の内容】
　支援を必要とされる方や事業者等からのサービス申込を受けて、みしま支援隊員が有償でサービス
提供をする事業です。

【サービス内容と利用単価】
　以下に記載のないサービスについてもご相談をお受けしますが、内容によっては、お引き受けでき
ない場合もございますので、予めご了承願います。

サービス内容 時間単位 利用単価

軽作業

・家事援助（掃除、洗濯、調理など）
・倉庫整理
・庭の手入れ
・買物代行
・その他の軽作業

１時間 ８００円

重作業

・子守り
・草刈り
・農作業
・雪囲い
・お裁縫
・毛筆代行
・その他重作業
・その他の技能作業

１時間 １，０００円

※　作業時間は、原則午前８時３０分から午後５時までとします。
※　１時間未満の作業時間は、３０分単位の切上げで計算します。
※　作業に要する道具や材料等は、原則利用者提供となります。
※　作業に要した機械等の燃料費は、別途利用者負担となります。

【申込受付・お問合せ】

　町民課 保健福祉係　　　　　ＴＶ電話　  ４８ ‐ ５５５５

　　　　　　　　　　　　　　  固定電話　 ４８ ‐ ５５６５
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町民記者通信

アメシロ駆除作業    文・写真　佐々木邦雄さん（桧原）
　例年アメシロが発生しやすい梅雨入り前の、6 月１８日午前８時より、
区長と地区役員計１０名がアメシロ駆除作業を実施しました。天候に恵
まれ、居平と上新田道路沿いを中心に落葉樹（サクラ、柿、梅等）を目
標に薬剤散布を 2 時間ほど行いました。散布機は町より貸与され、薬剤
も提供いただきました。作業実施日のお知らせを事前に配付し、人や動
物、農作物、洗濯物への飛散防止に努めています。作業された皆さん
は効果ありと判断し、晴れやかな気持ちで解散しました。

宮ノ前の２組のオシドリ夫婦　
　　　　　　　　　文・写真　菅家壽一さん（間方）

　田植えもすっかり終わった５月末の宮ノ前の田んぼ
に、二組のオシドリ夫婦が現れました。
　一組は、昨年から住み着いているオシドリ一対です。
いつでもお互いの様子を見ながら、片時も離れません。
もう一組は、仲良く補植をする老夫婦です。この夫婦も、
農作業はいつも２人仲良く一緒です。この日も、こんな
にそばに居なくてもと思うほどでした。
　こんな風景が、いつまでも見られるよう願わずにはい
られません。

名入ざる菊園で苗作り作業    文・写真　五十嵐公男さん（名入）

　5 月 21 日、名入ざる菊園 ( 代表：五十嵐公男 ) の会員 10 名（うち
地区外会員 3 名）により、ざる菊の苗作りが行われました。昨年に続き、
にわか講師の T.K さんによる、基本作業の講義を受け、ざる菊の色毎
に班を編成し作業しました。猛暑の中でしたが真剣に取り組み、２時
間半で作った 6 色のざる菊 800 ポットは、定植まで大事に管理され
ます。10 月下旬には、名入ざる菊園以外の植栽を含めると、1000 株
を超えるざる菊を観賞できると思いますので、どうぞご期待下さい。
　本年も「名入ざる菊園」の応援をお願いいたします。

除草作業を行いました   文・写真 　諏訪典子さん（大谷）

　６月５日、大谷ボランティアすみれ会の会員８名が、大谷グラウ
ンド、圓福寺、春日神社境内の除草剤散布作業を行いました。圓
福寺、春日神社は、例年刈り払いや草むしりで大変苦労していまし
たが、今年は境内の清掃作業も楽になると喜んでいました。大谷
グラウンドは、グラウンドゴルフなど、地区のみなさんの楽しい健
康づくりの場として整備しています。

　６月６日の夜、滝谷婦人会では消火栓の使用方法について訓練を行い
ました。この日は、町消防団滝谷班の毎月の定例召集日で、団員による
通常点検等を視察し、その後団員からの説明と指導を受け、消火栓を使っ
てホースの着脱や放水等に真剣に取り組みました。会員は有事の際の備
えを再認識するとともに、各家庭から絶対に火災を出すことのないよう
誓いを新たにしました。

消火栓の使用訓練～滝谷婦人会
　　　　　　　　　　　　　　　　文・写真　目黒民一さん（滝谷）

※名入ざる菊園では、地区内外問わず積極的に作業に参加出来る方のご入会を、会員一同心よりお待ちしております。

案内看板除幕式　文・写真 　小島純さん（宮下）

　地区内の三島神社境内に「種蒔
ま

き桜」として親しまれている、オオヤ
マザクラの遊歩道案内看板が完成し、５月２８日に除幕式が行われまし
た。看板に表示されているオオヤマザクラは樹齢 200 年以上で、昔から
開花すると、畑に種をまく時期の目安にし、「種蒔き桜」として親しまれ
てきました。地区では、この看板設置を機に、町内外の人たちに、開花
の時期にこの遊歩道を散策してくれることを期待しています。

愛称小径ウォーキング&バーベキュー
文・写真 　小島純さん（宮下）

　５月２８日、地区と分館事業の一環として、親睦を
目的に恒例のウォーキングとバーベキューを開催し、
地区住民約３０名が参加しました。宮下活性化センター
を出発し、Ａコース（約 1.5㎞）Ｂコース（約 1㎞）を
選択し、地区内の愛称小径やアーチ三兄弟、種蒔

ま

き桜
遊歩道などを歩き、三島神社階段を下りてセンターに
戻り、その後バーベキューでお互いの親睦を図りまし
た。なお、ウォーキング中は各自道路のゴミ拾いも行い、
町内の美化に努めました。

春の人足で道路や側溝がスッキリ！   
　　　　　　　　　　　　　　　　文・写真 　本名与四郎さん（西方）

　地区の春の人足は５月１４日に行われました。当日は天候にも恵まれ、
１４組の隣組はそれぞれ決められている人足箇所の活動に汗を流しまし
た。隣組によっては出役人数が少なく、隣組同士が協力し合う場面もみ
られました。今後、ますます高齢化が進み人足実施が危ぶまれます。各
隣組とも、休憩をはさみながら、中学生の頃、杉植えを手伝ったことや、
夏休みとなると今では使われていない冷たい堤で泳いだことなど思い出
深い話を聞くことができました。
　人足を通して、地区の方々の絆や交流の大切さを感じた日でした。

高清水・小山健康を守る会　研修旅行　
文・写真 　菅家敏一さん（高清水）

　６月２５日、今年も恒例の研修旅行に出かけ、芝居や歌謡ショーを堪
能してきました。懇親会で歌を歌う姿は年齢を感じさせず、大いに盛り
上がりました。年に一度ですが、多数の参加により、地区の結束力が増
す素晴らしい旅行です。カラオケは歌詞を目で「見て」メロディを耳で「聴
いて」唄を口で「声を出し」と頭の体操には何より効果的では、とテレ
ビでも紹介されていました。
　皆さんどうぞ暑さに負けないでお過ごしください。
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 18 回

　

も
し
︑ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
︒

☎
︵
52
︶
２
１
６
５

　

五
月
下
旬
︑
松
﨑
大ひ
ろ

さ
ん
︵
地
域
お
こ
し
協
力
隊
︶

と
一
緒
に
間
方
を
二
度
訪
問
し
ま
し
た
︒
特
に
大
日

如
来
の
伝
承
地
の
堂
ど
う
だ
い
ら平

や
︑
木き
じ
ひ
き

地
挽
の
墓
碑
等
を
調

査
し
ま
し
た
︒
木
地
師
・
木
地
屋
な
ど
と
表
記
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
︑
三
島
町
に
残
さ
れ
た
史
料
で

は
﹃
木
地
挽
﹄
と
表
現
し
て
い
ま
す
︒

　

入
間
方
に
入
り
︑
久
保
田
昭
一
さ
ん
︵
昭
和
一
九

年
生
ま
れ
︶
に
︑
大
沢
の
左
岸
に
あ
る
木
地
挽
墓
碑

ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
︑
一
基
あ
っ
た

墓
石
に
は
戒
名
と
右
側
面
に
嘉
永
五
年
︵
一
八
五
二
︶

二
月
の
記
銘
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
﹃
永
源
寺
町
史
﹄
木
地
師
編
上
巻
︵
滋
賀
県
永
源

寺
町
︶
に
︑
こ
の
入
間
方
の
木
地
挽
の
記
録
が
あ
り

ま
す
︒
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶
の
氏う
じ
こ
が
り
ち
ょ
う

子
駈
帳
に
金

山
谷
大
谷
組
間
方
山
大
沢
の
小
椋
忠
八
・
幸
蔵
・
源

左
衛
門
の
三
軒
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
し
て
明

治
二
六
年
︵
一
八
九
三
︶
の
寄
進
帳
に
は
﹁
大
沼
郡

間
方
村
木
地
﹂
と
し
て
小
椋
重
次
郎
︵
鹿
造
代
印
︶・

小
椋
岩
八
︵
鹿
造
代
印
︶
の
二
軒
が
記
載
さ
れ
︑
間

方
村
木
地
布
沢
村
木
地
会
所　

小
椋
鹿
造
宅
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
小
椋
鹿
造
は
只
見
町
布
沢
の
木
地
挽
で

す
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
入
間
方
の
木
地
小
屋
で
少

な
く
と
も
四
〇
数
年
の
活
動
が
確
認
で
き
ま
す
︒
し

間
方
、浅
岐
の
木
地
挽
　（
浅
岐
・
間
方
地
区
）

か
し
明
治
時
代
後
半
に
は
移
転
し
た
よ
う
で
す
︒

　

志
津
倉
山
の
周
囲
に
は
︑
木
地
挽
の
集
落
が
柳
津

町
琵
琶
首
︑
昭
和
村
小
野
川
︑
柳
沢
等
で
近
世
に
営

ま
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
浅
岐
の
入
山
沢
上
流
の
コ
テ

キ
ガ
サ
ワ
付
近
に
も
文
政
年
間
︵
一
八
一
七
年
頃
︶

に
木
地
小
屋
が
二
軒
建
て
ら
れ
︑
ブ
ナ
な
ど
広
葉
樹

を
伐
り
︑
ろ
く
ろ
で
椀
型
を
作
り
︑
若
松
ま
で
出
荷
︑

漆
が
塗
ら
れ
︑
い
わ
ゆ
る
会
津
塗
椀
︵
漆
器
︶
と
な

り
ま
し
た
︒

　

浅
岐
に
残
さ
れ
た
史
料
﹁
文
政
元
年
︵
一
八
一
七
︶

八
月
原
木
減
少
に
つ
き
定
書
﹂︵﹃
福
島
県
史
十
下
﹄︶

に
よ
る
と
︑
浅
岐
村
名
主
と
本
名
山
︵
現
在
の
金
山

町
︶
か
ら
浅
岐
の
山
中
に
来
た
二
名
の
木
地
挽
︵
磯

松
・
徳
左
衛
門
︶
が
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
ま

す
︒
山
菜
類
は
食
べ
る
分
は
採
っ
て
よ
い
が
販
売
し

て
は
な
ら
な
い
︑
ト
チ
の
木
は
伐
採
禁
止
︑
漆
の
木

の
下
に
畑
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
︑
そ
の
ほ
か
利
用

料
︵
斧
役
︶
は
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
男
の
人
数

分
を
支
払
う
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
し

か
し
こ
の
浅
岐
の
木
地
挽
も
︑
大
谷
村
が
水
没
す
る

洪
水
が
あ
り
︑
そ
の
後
沼
沢
湖
を
震
源
と
す
る
地
震

等
に
よ
り
暮
ら
し
が
成
り
立
た
ず
︑
他
所
に
移
転
し

て
い
ま
す
︒

　

大
谷
川
流
域
は
︑
志
津
倉
山
を
は
じ
め
山
々
の
森
林

資
源
を
利
用
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
︒
今
回
見
て

き
た
よ
う
に
木
椀
の
材
料
と
し
て
使
っ
た
り
︑
焼
い
て

木
炭
に
し
燃
料
と
し
た
り
︑
江
戸
時
代
に
は
柳
津
の
虚

空
蔵
尊
の
本
堂
の
普ふ
し
ん請

の
材
料
と
し
て
大
木
を
出
し
た

と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
︒
森
林
の
変
化
︑
そ
し
て
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
き
た
か
は
社
会
の
変
化
を
反
映
し

て
お
り
︑
奥
山
で
あ
っ
て
も
社
会
と
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

　

文　

三
島
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員　
　

菅
家　

博
昭

間方木地屋敷跡にて

●今月のおすすめ

●新着本の紹介　

『一汁一菜でよいという提案』
著者：土井　義晴

題　　名 著　　者
   和僑 楡　周平
  やめてみた わたなべ　ぽん
  いっさいはん minchi（みんち）
  ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケ　シンスケ

　「この本は、お料理を作るのが大
変と感じている人に読んで欲しいの
です」～料理研究家の土井さんが一
汁一菜（ご飯と具沢山の味噌汁）の
具体的な実践法を紹介しつつ、家庭
料理の役割や料理する事の大切さな
どを説いています。

町民センターゆめぽけっと

図書のご案内

　○利用時間
　　㊊～㊏　　午前９時～午後９時
　　㊐・祝日　午前９時～午後５時

　○お休み
　　年末年始
　　　問公民館　☎（４８）５５９９

　下記の雑誌を毎月購読しています。
　　ひよこクラブ・たまごクラブ・
　　山と渓谷・オレンジページ・壮快・
　　Ｎｕｍｂｅｒ

健康で元気な毎日！
vol.6

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５ １７
毎月

日は の日です！

なぜ減塩が大事？
　高血圧の原因の主なものは、塩分の摂りすぎです。塩分を摂りすぎると、腎臓
にあるセンサーが高い塩分濃度状態を察知し体内の塩分濃度を下げようと、水分
を血管内に吸収します。すると、血液の量が増加し血管はパンパンの状態になり、
高血圧となります。よって、高血圧の予防には、減塩が効果的と言えるのです。

塩分摂取の現状と減塩の工夫
　2015 年の調査では成人の 1 日当たりの平均塩分摂取量は男性 11.0g、女性
9.2g で、高血圧学会の推奨する 6.0g を大幅に超えています。
　対策として、多くの減塩商品ができています。たとえば、普通のカップめん
1 食分の食塩相当量はおよそ 5 ～ 6g で、学会が推奨する摂取量を一度に摂っ
てしまいますが、減塩（1.82g ～ 2.7g）のカップめんが発売されています。そ
の他にも学会の支援を受け、ダシなど様々な減塩商品が開発されていますので、
上手に取り入れて塩分の摂りすぎを防ぎましょう。

※毎月 17 日の「減塩の日」は日本高血圧学会が今年発表し、日本記念日協会によって認定されたものです。

糖尿病 高血圧 脂質異常症
平成 24 年 50 122 77
平成 25 年 50 119 80
平成 26 年 54 117 78
平成 27 年 55 132 94
平成 28 年 56 127 96

（国保状況）

＜三島町生活習慣病の発生状況＞
単位：人

9 広報みしま 2017.7  2017.7広報みしま 8



地
域
お
こ
し
協
力
隊 

活
動
報
告

近
は
︑共
栄
産
業
の
工
事
が

あ
っ
た
り
内
装
が
変
わ
っ
た

り
と
変
化
が
あ
り
ま
す
が
︑

ど
ん
な
形
で
あ
れ
夕
市
は
継

続
し
て
開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
︑今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

共
栄
産
業
も
︑
安
心
で
楽

し
い
暮
ら
し
の
提
供
を
目
的

に
︑
本
格
的
に
生
ま
れ
変
わ

る
予
定
で
す
︒
皆
さ
ん
の
ど

ん
な
悩
み
も
お
聞
き
し
解
決

す
る
場
︑
く
つ
ろ
ぎ
・
交
流

の
場
と
し
て
整
備
し
て
︑
こ

こ
か
ら
三
島
町
に
元
気
の
お

す
そ
分
け
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

最
近
︑よ
く
町
民
の
方
か

ら
﹁
そ
こ︵
共
栄
産
業
︶い
つ

始
ま
る
ん
だ
﹂
と
お
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
も
う

少
し
で
す
︒
も
う
準
備
段
階

に
は
入
っ
て
い
ま
す
の
で
︑

こ
れ
か
ら
も
暖
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
︒
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
商
工

振
興
担
当
の
佐
藤
で
す
︒
今

回
は﹁
よ
っ
て
が
ん
処
夕
市
﹂

と
︑そ
の
会
場
で
あ
る﹁
共
栄

産
業
﹂の
今
後
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
︒

　

６
月
15
日
に
行
わ
れ
た

夕
市
は
な
ん
と
30
回
目
と
な

り
︑
平
成
27
年
の
冬
か
ら
始

め
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
︑三

島
町
の
生
活
の
一
部
に
な
り

始
め
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

こ
れ
も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
！
は
じ
め
は
会
津
宮
下

駅
に
あ
っ
た

100
円
店
の
よ
う

に
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
を
想

像
し
て
企
画
し
て
い
た
の
で

す
が
︑
地
元
の
商
店
や
お
母

さ
ん
方
︑町
外
の
事
業
所
さ

ん
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
︑共
栄
産
業
を
埋

め
る
ま
で
の
規
模
に
な
り
ま

し
た
︒こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
私

に
と
っ
て
も
︑
直
接
町
民
の

方
に
関
る
こ
と
の
で
き
る
大

切
な
機
会
で
あ
り
︑毎
回
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
︒
最

Vol. ４

商
工
振
興
担
当　

佐
藤　

彩
乃
︵
３
年
目
︶

【

】
開催 30 回を越えた、よってがんしょ夕市の様子

◆
栄
養
士
の
つ
ぶ
や
き
　

　

災
害
時
に
備
え
て
水
や
食
料
品
を
備
蓄
さ

れ
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
︑
普

段
食
べ
な
い
食
品
を
備
蓄
食
材
と
し
て
し
ま
い

込
む
と
︑
気
が
つ
い
た
ら
賞
味
期
限
が
切
れ
て

い
た
と
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
︒
そ
こ
で
︑
普

段
食
べ
て
い
る
食
品
の
中
か
ら
常
温
で
日
持
ち

す
る
も
の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
︑
備
蓄
品
に

加
え
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
︒
缶
詰
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
︑
乾
物
な
ど
は
買
い
物
に
行

け
な
い
と
き
な
ど
も
役
に
立
ち
ま
す
︒
日
常
の

食
事
に
と
り
入
れ
れ
ば
常
に
新
し
い
食
品
を

備
蓄
で
き
て
安
心
で
す
ね
︒

　
﹁
備
蓄
し
て
お
く
と
便
利
な
食
品
﹂﹁
備
蓄

品
を
使
っ
た
簡
単
ア
レ
ン
ジ
料
理
﹂
を
宮
下
病

院
の
内
科
外
来
前
に
掲
示
し
て
い
ま
す
︒
料
理

レ
シ
ピ
は
毎
月
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
︑
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
︒

　
　

宮
下
病
院  

管
理
栄
養
士　

小
野　

知
恵

い
つ
も
の
食
品
を
備
蓄
品
に

︻

︼
７月　愛ばんしょ外来のお知らせ

①病気や障がいを抱えて家で生活する方や、家族からの介護や生活についての相談窓口
②地域に住む方々の健康維持・増進、介護・疾病予防のための支援
③地域に住む方々が気軽に立ち寄れる交流場所の提供を目的に、看護師、薬剤師、栄養士、リハビ
　リスタッフが皆様の在宅生活のためのお手伝いをさせていただきます。

月　　日 内　　容

７月１３日㊍
・相談コーナー
・健康教室「おいしく食べて夏バテ予防」（講師：管理栄養士）

７月２０日㊍
・相談コーナー
・健康教室「熱中症について」（講師：看護師）

７月２７日㊍
・相談コーナー
・健康教室「夏野菜を使ったアレンジ料理」（講師：管理栄養士）

宮下病院では、毎週木曜日「在宅療養生活支援外来（愛ばんしょ外来）」を行っています

火事・救急・救助は１１９番まで
　会津坂下消防署三島出張所
　電　話　５２ ‐ ３０３２
　ＦＡＸ　５２ ‐ ３０３３

宮下病院からのお知らせ

※愛ばんしょ外来の予定表は都合により変更となる場合がありますのであらかじめご承知ください。

＜時　間＞　相談コーナー：午前９時～正午、午後１時～午後４時
　　　　　　健  康  教  室    ：午前１１時～午前１１時３０分
＜場　所＞　宮下病院　外来待合室

＜相談コーナーでは例えば…＞

「健康のことを考えたいけど、何をすれば良いのか分からない」
「介護のコツを知りたい」
「話し相手が欲しい」　

　などなど　医療、介護、生活に関することについてご相談をお受けします。

費用は無料です。どなたでもご利用可能ですので、お気軽にお越しください！
職員一同、心よりお待ちしております！

㉄福島県立宮下病院　☎ 0241-（52）-2321

「給食室のお知らせ」が目印です

～消防署からのお知らせ～

〈熱中症に注意しましょう〉
　○熱中症の応急処置
　　１．涼しい場所へ移動し、衣服を緩め安静に寝かせる。
　　２．エアコンや扇風機などをつけ、からだを冷やす。
　　３．脇の下、太ももの付け根を冷やす。
　　４．飲めるようであれば水分を少しずつ頻回に取らせる。

〈熱中症は予防が大切です〉
　○熱中症の予防策
　　１．こまめに水分 ( スポーツドリンクなど ) を摂りましょう。
　　２．日中の暑い時間帯に外出するのを控えましょう。
　　３．室内ではエアコンや扇風機を活用しましょう。
　　４．屋外では帽子をかぶり直射日光を避けましょう。
　　※熱中症予防は個人での予防が大切ですが、周囲の人に対する気配りも予防につながります。

　熱中症は予防ができる病気です。暑い夏を元気に過ごすため、熱中
症のことをよく知り、しっかり予防しましょう。心臓や肝臓、その他持
病をお持ちの方は、夏の過ごし方についてかかりつけの医師に相談し、
上手にコントロールしましょう。もし、熱中症の疑いがある場合には、
すぐに１１９番へ通報してください。

お惣菜など様々な商品が並んでいます
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㉄
動
物
愛
護
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ン
タ
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会
津
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所　
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︲（
29
）︲
５
５
１
７

　

町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

会津若松地方広域市町村圏整備組合より
事務局職員（行政職）募集のお知らせ

　平成 30 年４月採用予定の職員を募集します。
１．採用職種及び採用予定人数
　　行政職：１名程度
２．受検資格
　　高校卒業程度の学力を有する方で、平成２年４
　　月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者
３．試験申込書の請求
　　会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局・消
　　防本部・消防署・分署・出張所・市町村役場で
　　交付します。
　　整備組合のホームページ（アドレス　http://　
　　www.aizu-kouiki.jp）から受験案内・試験申込書
　　をダウンロードすることができます。
４．郵送を希望する場合
　　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、　
　　あて先を明記して 120 円分の切手を貼った返信
　　用封筒（A4 判大）を同封し、会津若松地方広域
　　市町村圏整備組合事務局総務課総務係（〒 965-
　　0037）会津若松市中央三丁目 10-12 へ郵送で請
　　求してください。
５．受付期間
　　平成 29 年 7 月 12 日㊌～平成 29 年 8 月 10 日㊍
　　（（勤務時間中（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
　　に限ります）
　　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。
　　郵便による申込書提出の場合は、平成 29 年 8 月
　　8 日㊋の消印があるものまで受け付けます。
６．第１次試験
　　と　き　平成 29 年 9 月 17 日㊐　
　　ところ　会津大学
　　内　容　教養試験
７．問い合わせ
　　会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局総務
　　課総務係
　　☎ 0242-（24）-6311

平成２９年度自衛官採用試験のお知らせ

採用種目 資　　格 受付期間 試　　験 日　　時 試験会場 備　　考

自衛官候補生
（男子）

18 歳～
　27 歳未満

年 間 を 通 じ て
行っております。

筆記試験 9 月 16 日㊏午後 会津大学

筆 記 試 験、口述
試 験・身 体 検 査
の両方を受験し
ます。

口述試験・　
　　身体検査

9 月 24 日㊐～
9 月 29 日㊎、
10 月 1 日㊐
※指定する 1 日

福島駐屯地
郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳～
　27 歳未満

年 間 を 通 じ て
行っております。

筆記試験
口述試験・　
　　身体検査

9 月 23 日㊏ 郡山駐屯地

一般曹候補生
18 歳～
　27 歳未満

9 月 8 日㊎まで

１次試験
（筆記）

9 月 16 日㊏午前 会津大学

1 次 試 験 合 格 者
の２次試験（口述
試験・身体検査）
に つ い て は、後
日通知します。

２次試験
（口述試験・
　身体検査）

10 月 5 日㊍～
10 月 8 日㊐
※指定する１日

福島駐屯地
郡山駐屯地

航空学生

海：18 歳～
　　23 歳未満
空：18 歳～
　　21 歳未満

9 月 8 日㊎まで
１次試験
（筆記）

9 月 18 日㊊
郡山市
労働福祉会館

試験日程は上記のようになっております。なお、詳しいことは担当の広報官にお尋ねください（受験料はすべて
無料です）。㉄自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所　会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1　☎ 0242-（27）-6724

　来年採用予定の消防職員を募集します。
１．採用職種及び採用予定人数　
試験職種および

採用人数
職務内容

消防職員

（４名程度）

　消防署等において、警防、予防、
救急等の業務に従事します。男女と
も原則として深夜業を含む交替制勤
務です（６ヵ月間の消防学校研修後、
各所属に配属されます）。

２．受検資格
　　高校卒業程度の学力を有する方で、平成２年４月
　　２日から平成１２年４月１日までに生まれた者
　　身体の基準は、身体強健な者とする。
３．試験申込書の請求
　　消防本部・消防署・分署・出張所・市町村役場で
　　交付します。
　　消防本部のホームページ（アドレス http://　　　
　　www.119-aizu.jp）から受験案内・試験申込書をダ
　　ウンロードすることができます。
４．郵送を希望する場合
　　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、あ
　　て先を明記して 120 円分の切手を貼った返信用封
　　筒（A4 判大）を同封し、会津若松地方広域市町村
　　圏整備組合消防本部総務課（〒 965-0131）会津若
　　松市北会津町中荒井字諏訪前 11 へ郵送で請求し
　　てください。
５．受付期間
　　平成 29 年 7 月 12 日㊌～平成 29 年 8 月 10 日㊍
　　（（勤務時間中（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
　　に限ります）
　　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。
　　郵便による申込書提出の場合は、平成 29 年 8 月 8
　　日㊋の消印があるものまで受け付けます。
６．第１次試験
　　と　き　平成 29 年 9 月 17 日㊐　
　　ところ　教養試験　会津大学
　　　　　　体力試験　会津大学体育館
７．問い合わせ
　　会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部総務
　　課総務グループ
　　☎ 0242-（59）-1400（直通）

会津若松地方広域市町村圏整備組合より
消防職員募集のお知らせ

　　　　Information ～　情　報　配　信　～

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

１
．
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

・
犬
は
生
涯
に
1
回
「
登
録
」
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

・「
狂
犬
病
予
防
注
射
」は
毎
年
1
回
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。集
団
接
種
以
外　
　

　
　

で
予
防
接
種
を
行
っ
た
と
き
は
、
注
射
済
証
明
書
を
持
っ
て
役
場
に
届
け
出
ま　

　
　

し
ょ
う
。

　

・
飼
い
犬
の
登
録
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

・
飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
死
亡
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

２
．
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

・
犬
の
放
し
飼
い
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
、
危
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

　
　

福
島
県
の
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬
の
散
歩
は
リ
ー
ド
を
付
け
て

　
　

行
い
ま
し
ょ
う
。

３
．
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

・
飼
い
犬
の
「
フ
ン
」
の
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
公
共
の
場
所
（
公
園
・
道

　
　

路
な
ど
）
や
他
人
の
土
地
・
建
物
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
小
さ
な
命
を
大
切
に
！
捨
て
犬
︑捨
て
猫
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

・
犬
や
猫
も
家
族
の
一
員
で
す
。
最
後
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
。
ど
う

　
　

し
て
も
飼
え
な
い
と
き
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
が
見

　
　

つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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区　分 管　内 三島町

空 き 巣 ね ら い ３

忍 び 込 み

出 店 荒 ら し

自 動 車 盗

自 転 車 盗 ２

ひ っ た く り 1

街 頭 犯 罪 合 計 10 0

全 刑 法 犯 44 2

※
全
刑
法
犯
に
は
街
頭
犯
罪
以
外
︵
器
物
損
壊
︑

暴
行
︑
傷
害
︑
万
引
き
︑
詐
欺
な
ど
︶
の
犯
罪

発
生
件
数
が
含
ま
れ
ま
す
︒

※
右
記
発
生
件
数
は
︑
平
成
29
年
1
月
1
日
か

ら
の
累
計
数
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

街
頭
犯
罪
発
生
件
数
︵
平
成
29
年
５
月
31
日
︶

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
電
子
マ
ネ
ー
型
」の
被
害
に
注
意

　

５
月
29
日
、
会
津
坂
下
町
に
お
い
て
、

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
る
架
空
請
求
詐

欺
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
の
お
昼
ご
ろ
、
Ａ
さ
ん
（
40

歳
代
、
女
性
）
の
携
帯
電
話
に
「
有
料
動

画
の
未
納
料
金
が
発
生
し
て
い
ま
す
」
等

の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
さ

ん
は
、
身
に
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
に

電
話
す
る
と
「
未
納
代
の
25
万
円
を
電
子

マ
ネ
ー
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
」「
コ
ン

ビ
ニ
５
カ
所
で
５
万
円
分
の
電
子
マ
ネ
ー

券
を
１
枚
ず
つ
購
入
し
、
ギ
フ
ト
券
の
裏

面
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
電
話
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
こ
と
を
指
示
さ
れ

ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
犯
人
の
指
示
に
従
い
、

会
津
坂
下
町
内
の
５
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
各
店
で
５
万
円
分
の
電
子
マ

ネ
ー
券
を
購
入
し
、
裏
面
に
記
載
さ
れ
た

番
号
を
犯
人
に
教
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
Ａ
さ
ん
は
不
安
を
抱
き
警
察
署
を

訪
れ
、
警
察
官
の
指
示
に
よ
り
被
害
防
止

措
置
を
と
り
被
害
を
免
れ
た
も
の
で
す
。

　 

社  

会  

福  

祉  

協  

議  

会  

よ  

り 

弁
護
士
相
談
の
ご
案
内

  

㉄
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
（
52
）
３
３
４
４

弁
護
士
相
談

７
月
21
日
㊎　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時

▼  

事
案
の
概
要

カクニンジャー福くん

　

電
子
マ
ネ
ー
券
を
購
入
さ
せ
て
お
金

を
だ
ま
し
と
る
手
口
が
増
加
し
て
い
る

で
ご
ざ
る
。

　

未
納
料
金
等
の
請
求
が
あ
っ
た
ら
︑

家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
で
ご
ざ
る
！

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

（
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
）

齋　

藤　

行　

紀　

様(

宮　

下
）

渡　

部　

和　

久　

様(

大　

谷
）

五
十
嵐　

和　

家　

様(

大
石
田
）

栗　

城　
　

佐　
　

様(

宮　

下
）

二　

瓶　

勝　

男　

様(

大　

谷
）

　　　　In
fo

rm
a
tio

n

～　

情　

報　

配　

信　

～

㊟住民基本台帳による数値です。増減数は
前月との比較、出生・死亡・転入・転出は
前月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町
の
人
口
と
世
帯（
６
月
１
日
現
在
）

人口 1,686

増減

-5 出生 2

男 824 -2 死亡 6

女 862 -3 転入 5

世帯 784 2 転出 6

　
町
　
か
　
ら
　
お
　
知
　
ら
　
せ

(

６
月
届
出
：
敬
略
称)

※
掲
載
を
希
望
す
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
︑
各

種
手
続
き
時
に
﹃
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
﹄

に
記
載
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

㉄
総
務
課
総
務
係　

☎
︵
48
︶
５
５
１
１

【
納
期
限　

７
月
31
日
】

▼
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
・
第
２
期
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

▼
固
定
資
産
税(

第
２
期)

　
　

忘
れ
ず
に
納
付
く
だ
さ
い
。

　
　

㉄
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

末
永
く
お
幸
せ
に

今
月
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

㉄
福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署 

生
活
安
全
係

　
　
　

☎
０
２
４
２
︲
（
83
）
︲
３
４
５
１

 

７
月
分
納
税
の
ご
案
内

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

  

五
十
嵐
　
紋
　
吉  (

91
才
・
大
石
田)

  

五
十
嵐
　
利
　
次  (

91
才
・
大
　
谷)

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

大谷地区納税貯蓄組合に
　　　　福島県知事感謝状

　大谷地区納税貯蓄組合に平成２９年度優良納税貯蓄
組合知事感謝状が贈呈されました。
　同納税貯蓄組合は昭和４２年に設立され、約５０年
にわたり町の納税に貢献していただきました。これら
の功績が認められ、６月６日に福島県庁で行われた福
島県納税貯蓄組合連合会定時総会の席上において、組
合長の二瓶譲さんが贈呈を受けました。

　浅岐地区出身の高久庄三氏（会津坂下町

在住）より、叙勲受章を記念して町に多額

のご寄附をいただきました。叙勲受章をお

祝いするとともに、厚く御礼申し上げます。

高久庄三氏
叙勲受章記念に多額の寄附

今
月
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

齋藤就治さんに瑞宝双光章 小柴修一さんに旭日双光章

　小柴修一さん（西方）が、平成２９年春の叙勲
において、旭日双光章を受章しました。
　小柴さんは、平成８年５月に町議会議員に当選
以来通算５期２０年にわたり在職され、町政の発
展ために尽力されました。また、生涯学習センター

「カタクリ」を拠点に、町の魅力発信をされたほか、
町農業委員会委員、町監査委員を歴任され、長年
にわたりまちづくりに貢献されました。

　齋藤就冶さん（宮下）が、平成２９年春の叙勲
において、瑞宝双光章を受章しました。
　齋藤さんは、昭和４１年４月に小学校教諭に就
き、教職歴３８年の間、教頭、校長に就任したほか、
いわき教育事務所長などを歴任されました。また、
退職後は磐梯町教育委員会教育長として３期１２
年間幼・小・中一貫教育、英語教育の充実に取り組
むなど、福島県の教育界の発展に寄与されました。

平成２９年　春の叙勲

1415 広報みしま広報みしま  2017.7 2017.7



July  2017
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▪
発

行
　

三
島

町
　

▪
編

集
　

三
島

町
役

場
総

務
課

〒
969-7511

福
島

県
大

沼
郡

三
島

町
大

字
宮

下
字

宮
下

350　
☎

0241（
48）

5511
▪

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.m

ishim
a.fukushim

a.jp
▪

印
刷

　
三

洋
印

刷
株

式
会

社

広
報

み
し

ま
7

月
号

（
第

292
号

）
平

成
29

年
7

月
７

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

　

こ
の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
︑
任
期
の
折
り
返
し
点
に
入
り
ま
し
た
︒

こ
の
２
年
間
︑
職
員
は
勿
論
で
す
が
︑
議
会
の
皆
さ
ん
︑
そ
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
振
興
計
画
や
地
方
創
生
計
画
実
現
の
た
め
に
疾
走

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
︒

　

雪
国
の
生
活
文
化
を
活
か
す
三
島
町
を
創
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
︑
そ

の
実
現
の
た
め
に
﹁
交
流
人
口
の
拡
大
か
ら
定
住
人
口
へ
﹂
を
基
本
目
標

と
し
て
︑
若
者
と
高
齢
者
が
調
和
す
る
町
を
目
指
し
て
様
々
な
事
業
を
展

開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
︒

　

私
の
施
策
の
原
点
は
﹁
三
島
プ
ラ
イ
ド
﹂
と
﹁
挑
戦
﹂
そ
し
て
﹁
進
取

の
気
風
﹂
の
３
点
で
あ
り
ま
す
︒
40
年
前
頃
は
︑
町
づ
く
り
を
代
表
す
る

市
町
村
は
﹁
県
内
で
は
東
の
三
春
︑
西
の
三
島
﹂
と
言
わ
れ
︑
職
員
は
そ

の
プ
ラ
イ
ド
を
背
負
い
な
が
ら
﹁
職
員
の
間
で
自
主
的
﹂
な
勉
強
会
等
を

開
催
し
︑
提
案
型
の
仕
事
を
し
て
き
た
の
も
﹁
挑
戦
す
る
三
島
﹂
を
心
の

中
に
持
ち
続
け
た
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
︒

　

時
代
的
な
背
景
は
違
い
ま
す
が
︑
三
島
の
未
来
は
過
去
に
あ
る
と
い
う

信
念
で
︑
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
︑
学
校
給
食

事
業
等
々
の
健
康
増
進
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
︑
三
島
町
史
の
編
纂
事
業

や
若
者
住
宅
の
建
設
︑
早
戸
温
泉
湯
治
棟
の
改
築
や
少
子
化
対
策
事
業
を

実
施
し
︑
町
振
興
の
基
本
は
地
区
振
興
に
あ
り
と
い
う
理
念
を
基
と
し
た

地
区
支
援
事
業
は
︑
多
く
の
地
区
で
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
︒

ま
た
︑
桐
の
振
興
を
含
ん
だ
農
林
業
の
振
興
︑
そ
し
て
観
光
振
興
等
を
広

域
視
点
の
考
え
を
入
れ
な
が
ら
推
進
し
ま
す
︒
ま
た
︑
小
さ
な
町
の
利
点

を
活
か
し
各
種
事
業
を
関
連
付
け
な
が
ら
︑
観
光
協
会
や
商
工
会
︑
民
間

団
体
や
各
地
区
の
代
表
者
と
連
携
し
て
地
域
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
︑
安
全
安
心
や
健
康
︑
環
境
や
自
然
︑
再
生
で

あ
り
ま
す
︒
40
年
間
の
三
島
の
鼓
動
を
胎
動
と
し
て
今
に
活
か
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
︒
三
島
の
歴
史
や
文
化
を
今
に
活
か
す
時
代
︵
と
き
︶

が
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
︒
チ
ー
ム
三
島
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
力

を
借
り
な
が
ら
時
代
を
創
っ
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　
　

  

町
長
日
記  

〜
三
島
の
鼓
動
〜

№ 24

　
　
　

　
　
　

次  回
予  告

　

三
島
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
し
た
「
星
空
×
ヨ
ガ
」

は
新
月
と
な
る
６
月
24
日

に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
150
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
美
坂

高
原
の
活
用
を
目
的
に
、

「
ヨ
ガ
教
室
」
と「
星
空
観

賞
」を
同
日
開
催
す
る
と
い

う
珍
し
い
企
画
で
、
ヨ
ガ
教

室
で
は charis.yoga

代
表

の
大
竹
沙
紀
さ
ん
（
滝
谷

出
身
）、
星
空
観
賞
で
は
望

遠
鏡
メ
ー
カ
ー
の
㈱
ビ
ク

セ
ン
よ
り
星
の
ソ
ム
リ
エ
®

の
方
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇

り
空
と
な
り
、
星
は
イ
ベ
ン

ト
終
盤
で
少
し
だ
け
し
か

見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
参
加
者

の
方
か
ら
は
「
外
で
ヨ
ガ

を
や
る
の
は
初
め
だ
け
ど

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。
最

後
に
少
し
だ
け
星
も
見
え

て
感
動
し
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、大
竹
さ
ん
か
ら
は「
ヨ

ガ
教
室
で
こ
れ
ほ
ど
の
人

が
集
ま
っ
た
の
は
、
美
坂
高

原
の
よ
う
な
場
所
だ
か
ら

こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
」
と

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

身
体
と
心
の
究
極
の
癒
し
を
求
め
て

星
空
×
ヨ
ガ

辺りも暗くなりはじめたころ、本格的にヨガ教室が始まりました（写真手前：大竹さん）

星とヨガの関係についてレクチャー 町内飲食店も出店しました

星座にまつわるヨガポーズの実践

８
19 ( 土 )

18：00 ～
高 原 シ ネ マ

美坂高原を活用した野外映画上映会！

※内容は変更する場合があります。
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